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研究成果の概要（和文）：本研究では、戦前・戦後の「女性文化人」の特徴とその社会的形成過

程について、社会的背景、活動領域、メディア等を軸にして量的・質的両面から実証的に分析

し、「女性文化人」の社会的位置の変化やその社会的意味を考察した。そのなかで、「女性文化

人」に共通のイメージや特徴、1950 年代以降の「女性文化人」の顕在化と多様化、現代の「メ

ディア文化人」の社会的位置との関連を明らかにし、「女性文化人」の歴史社会学的研究の土台

をつくった。 

 
研究成果の概要（英文）：This study analyzes the features and process of the prewar and 

postwar social construction of "women intellectuals", examining how their social position 

and social meanings have changed over time vis-a-vis their social background, career fields, 

chosen media and so forth.  My work illuminates the shared image and characteristics of 

women intellectuals in this period, and has also identified both the process of 

diversification among such intellectuals beginning in 1950 as well as the connection 

between women intellectuals of this period to the social position of recent "media 

intellectuals".  With this study, the foundation for further social-historical study of 

"women intellectuals" has been laid. 

  

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

2011 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

2012 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度    

  年度    

総 計 4,200,000 1,260,000 5,460,000 

 
 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：教育学・教育社会学 

キーワード：女性 文化人 教養   

 
１．研究開始当初の背景 

 本研究に関連する先行研究としては、まず
メディア研究のなかで行なわれてきた女性
とメディアの関係をめぐるいくつかの研究
がある（加藤、土屋、池田、石田等）。また、
教育社会学においては、女性の教育とキャリ

アをめぐる実証的な研究（天野、加野、佐々
木等）を挙げることができる。さらに、文学・
芸術・科学・政治等の各界において活躍して
きた女性についての個別の伝記的な研究は
ある程度、蓄積されてきている。 

 しかし、これらを「女性文化人」という視
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点からあらためて捉えなおし、その社会的軌
跡や社会的意味を研究したものはほとんど
存在していなかった。 

 研究代表者は、高等女学校を中心とする女
学生の教養文化の研究のなかで、モダンな教
養文化と伝統的な「たしなみ」文化の両方が
融合した独特の文化の特徴について論じて
きた。また、そうした文化が日本における支
配的な教養文化のなかでどのような社会的
位置に置かれてきたかについても研究を進
めてきた（2004，2007,  2009 等）。 

 論壇、文壇、テレビ、ラジオ等のメディア
で活躍する「女性文化人」は、そうした女性
の教養文化の代表的な担い手であり、「女性
文化人」の社会的形成を明らかにすることは、
女性の教養文化の果たした役割や社会的位
置に新たな光をあてることでもある。近年、
「女性文化人」の活躍が顕著になりつつある
ことからも、その系譜や社会的意味を問うこ
とは重要である。 

 本研究はこうした背景のなかで、先行研究
の知見をふまえつつ、各種メディアで活躍し
た教養女性を広く「女性文化人」ととらえ、
その社会的形成過程を明らかにするための
基礎的な研究として位置づけられる。 

  

２．研究の目的 

 本研究は、日本における「女性文化人」の
特徴やその社会的形成過程を、個人のキャリ
ア形成の軌跡と社会的活動の両面から明ら
かにすることによって、女性の教養文化を新
しい角度から位置づけなおすことを目的と
している。特に、近代的な知的教養の視点か
らだけでなく、伝統的なたしなみ型の教養が
果たしてきた意味や役割にも光をあてるこ
とによって、「女性文化人」のさまざまなタ
イプやそれらの関係について考察し、日本に
おける「女性文化人」の特徴や社会的位置を
トータルに描き出そうとしている。 

 「女性文化人」に焦点をあてることによっ
て、これまで高学歴男子の教養文化を前提と
してきた日本の知識人・文化人研究とは異な
るもうひとつの教養の系譜を描き出すこと
が可能になると同時に、現代社会における女
性の教養や学問の意味を歴史社会学的な射
程のなかで再考する上でも重要な意義をも
つと考えている。 

 

３．研究の方法 

 各界で活躍する「女性文化人」について、
量的・質的の両面からそれぞれ資料をもとに
その社会的軌跡と社会的形成の過程を分
析・検討した。具体的には、以下のような手
順と方法で行なった。 
（１）「文化人」「知識人」に関する先行研究
の整理と検討 
これまでに蓄積されてきた日本及び海外の

男性知識人・文化人の歴史社会学研究、女性
知識人の歴史・社会学的研究、文化人とメデ
ィアに関する研究などをもとに、「女性文化
人」の定義やアプローチの方法論等について
議論・検討し、基本的なスタンスの共有をは
かった。 
 
（２）「女性文化人」の量的変化の分析 
①人名録を用いて、戦前・戦後の「女性文化
人」のプロフィールについて量的視点から分
析を行なった。資料としては、『昭和 23 年版 
現代出版文化人総覧』及びその補修版を用い
て、そこに記載された「出版文化人」（昭和
18 年から 23 年までに著作・論文等を発表し
た人物）4,778名の内の女性 144名について、
氏名、現住所、出生年、出身地、出身校、執
筆専攻項目、閲歴、関係団体、最近の著書・
雑誌論文、作品をデータベース化した。 
②①のデータベースから、「女性文化人」が
活躍する領域、メディア、時代などについて
分析・考察した。 
③さらに、各界（領域）における「女性文化
人」の社会的属性（学歴、出身階層、婚姻等）、
文化資本、社会関係資本等について分析・考
察した。 
 
（３）「女性文化人」の社会的軌跡の質的分
析 
①（１）の分析結果と照らし合わせながら、
「女性文化人」の活躍が顕著な領域（音楽、
文学、伝統文化、家庭文化等）についてそれ
ぞれ分担し、資料の収集と分析を行なった。
資料としては、各界の「女性文化人」に関す
る文献資料・映像資料・個人資料等を収集し、
その社会的背景やライフコース、活躍した時
期や場、オーディエンス等についてより詳細
に分析し、それぞれの領域の「女性文化人」
の特徴について考察した。 
②さらに、そのなかから女性文化人のタイプ
（モダンガール系・たしなみ系）、活躍の土
台あるいは媒体（論壇、テレビ、カルチャー
センター等）、活動領域（評論一般、文学、
音楽、マナー等）等において代表的と思われ
る人物、あるいは特徴的なタイプの人物を選
択し、それぞれ関連する文献、個人史資料、
雑誌記事等をさらに収集し、より詳細な分析
と考察を進めた。 
③「女性文化人」の社会的イメージとその変
化についても分析・考察した（主に雑誌記事
の分析による）。各界における「女性文化人」
のタイプ（特徴）とイメージの関係、時代的
な変化などについて、社会的背景をふまえて
分析・考察した。 
 
（４）知見の相互検討と総合考察 
（１）（２）の分析の経過と結果については、
定期的に研究会を開いて報告し、相互に検討



 

 

した。また、外部から専門家（メディア文化
研究）を招いて、「女性文化人」研究の理論・
方法論や現在のメディア文化人との関係な
どについての議論の機会を設けた。 
 
４．研究成果 
以上の分析・考察から得られた主な結果は以
下のようにまとめられる。 
（１）全体的な傾向・特徴としては以下のよ
うな点があげられる。 
①「女性文化人」の受け手や市場、活動メデ
ィア、主に活躍した年齢、教育経験、交友関
係などにおいて、「（男性）文化人」とはかな
り異なる特徴がみられる。 
②「女性文化人」の活躍が目立つようになっ
たのは、主に戦後 1950 年代以降になってか
らである。 
③戦前期の「女性文化人」と、戦後になって
活躍した「女性文化人」とでは、その教育的・
社会的背景やキャリア、活躍する場やメディ
アなどがかなり異なっている。 
④戦後の「女性文化人」の活躍する場が、論
壇・文壇からテレビ等のメディアを中心とす
る場に移行するのにともなって、両価的なイ
メージが顕著になってきたこと等が挙げら
れる。 
（２）戦前期の「女性文化人」は、主に女性
論壇を中心に活躍していたが、そのスタンス
には主に明治期の「武家娘」タイプ、大正期
/戦間期の「モダンガール」タイプ、「エンゲ
スルガール」タイプ等に分けることができる。
特に「モダンガール」型文化人は、「女性文
化人」の拡大と社会的イメージの形成にとっ
て重要な存在であった。 
（３）時代を超えて社会的に受容される「女
性文化人」は、専門とする領域だけでなく家
庭運営の技術や教育論、人生論などでも発言
することが多く、家庭人としてのスタンスが
求められる傾向が強い。 
（４）戦後は、1950年代以降の思想・政治的
状況の変化、女子高等教育の拡大、メディア
の多様化といった社会的文脈の大きな変化
のなかで、「女性文化人」の活動の場や社会
的イメージも多様化しつつ拡大してきた。そ
の過程のなかで、女性のオピニオンリーダー
として地位を確保していく一方、「軽薄文化
人」の象徴とみられる場合もあった。「（メデ
ィア）文化人」の広がりとともに、「女性文
化人」のイメージも変容していくことになっ
た。 
（５）以上の研究成果については、個別に研
究発表を行なったのに加えて、研究成果報告
書（「『女性文化人』の社会的形成に関する歴
史社会学的研究」2013年 3月）としてまとめ
た。 
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